











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Chan-essentials (禅旨) of Bodhidharma-lun (菩提
達摩論) and the Significance
Park Keon-Joo










 By checking the existence of qing-shi during theprocess of ascetic
practices, the inclinationofding-xuecanbe identified.Chan (禅)thought in
EastAsiaalsocanbearguedbasedonthesetwocategoriesascriteria.






 Qing-shi is to be attached and toward concept-preached (法相) and
samadhi-pleasure.Thisdisturbsthemovementtogoonestepfurther.













 InBodhidharma-lun it says such lecture,howevermore forwardsuch
interpretationtoofallintoadelusion.Thatisduetobeingcautiousofhaving










心) comes out.Forgettingmindwill achieve the body’s awakening and
advancetowardthedimensionofshen-zheng(身證).
Since it cannotbedisplayedby language, it is thereforenamedas ‘secret
world’.Becauseof chan-essentialsof forget-mind? shen-zheng it is secret
door、secretDharma,thereforetheyaremi-fa(密法)andmi-jiao(密教).
 Chan (禅)andmi (密)getconnectedtogetherandpenetratedthrough
‒ 92 ‒
three stages:mind-awakenedandmastery-originalnature (心悟見性) ─












































































































（ 7 卷本） 1 箇所と、いずれも論者の譯注となる『菩提達摩論』（『二入四














　合計24箇所の注記のうち、 3 、 4 、15、24の 4 箇所を除いて、すべて佛




































































　論評者は、筆者が記述した 2 種の朝鮮刊本と敦煌写本 9 種以外に、最近
発見された成果として敦煌写本S11446、BD9829（朝50）、杏雨書屋本
25-1、Ch25691の 4 種が存在することを指摘する。
（答）
　最近、発表、紹介された四種について筆者は知らなかった。知らせて下
さり感謝申し上げる。参考にして補完しなければならない。
③　使ったテキストの問題
　筆者が参考、依拠した基本資料に沖本克己本が抜け落ちていたことを指
摘。筆者が依拠した原典と多くの字句の違いがあるため、必ず対照し参照
しなければならなかったという内容について。
（答）
　沖本克己本を参考にすることができなかったので、このような語句の違
いがあるとは思わなかった。敦煌本を色々と訳注しているので、わかって
はいたのだが語句の違いは多い。最近は意味から見て大きな問題がなけれ
ばそれについて論及せずにいた。なぜなら、とても煩雑だからである。上
に挙げた二つの記事も、語句や配列の違いがあるが、意味から見て同じで
あり通じるものである。意味から見て両者が食い違うところもない。解釈
をうまくやれば別に問題はないと思う。いずれにせよ沖本克己本を参考に
できなかったのは私の誤りである。
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　詳細に対照して参考にしたのは椎名宏雄本（『中国禅学』2003-2）と楊
曾文編著『菩提達摩四行論』（法縁点校）である。柳田聖山本は簡単に参
考にして、法縁の点校に最近の文献対校の成果がすべて含まれていると考
えていた。
　楊曾文が校注者となった「菩提達摩四行論」の実際の点校者は、その弟
子の法縁（閩南仏学院講師）であることを指摘した内容について
（答）
　楊曾文編著法縁の点校の事実は広く知られており、その事実は知ってい
たが、筆者の論文では省略した。煩雑さを避け、可能な限り簡単に記述し
ようとしたからである。
2 ．論文の注記をめぐる諸問題
①　論文に必要な注記があまりにも少ないという点を指摘。
（答）
　筆者は注記を可能な限り省略する。今回の発表文は分量の制限が200文
字原稿用紙で150枚以内だ。現在の分量は、それを若干超える程度に減ら
そうと努力した結果だ。禅旨の根幹を一目瞭然にすればよいのであるが、
あまりに学術的な専門性を示すと、そのような趣旨が蓋われてしまう。
　「不作意」、「無心」、「無意」などの禅旨は、初期禅宗のほぼすべての説
法に共通する。本書にもすべて出て来る。それゆえ一々注記する必要はな
い。さまざまなところに繰返し出て来る共通の用語であるため、特別に出
典を明示する必要はないと考える。ただ、「忘心」という語は元暁の『涅
槃経宗要』などには出ているものの、禅宗の文献にはあまり見えない。よっ
て発表文の本文に元暁の『涅槃経宗要』を入れた。元暁のさまざまな説法
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は禅宗の初期の説法と共通する。『菩提達摩論』の様々な問答も、忘心の
意味が前提となってこそ理解できるところが多い。すなわち忘心という用
語はないが、随所にそれが説かれている。後代の多くの禅師たちが「心を
相手とするな（莫與心爲伴）」という説法をよく行うが、その意味も実は
忘心に通じる。
②　注記の内容に関する問題
特に先行研究に対する言及がないという点を指摘。
（答）
　注記を追加しようとすると、とくに先行研究まで詳細に追加しようとす
れば、どこまでやれば終わるのか？
　「情事無寄」に対する先行研究は殆ど見られない。簡単に触れられる程
度であり、本稿のようにその禅旨と意義を詳細に論究した論文はこれまで
見られない。若干関連する先行研究があるとはいえ、本稿の内容に大きく
異なる内容があるとか、補完の役に立つ内容があるなら当然であるが、そ
のようなものは存在しないので、強いて引用する必要はないと考える。研
究成果を限られた紙面に多く紹介すればするほど読者に混乱を与えると思
う。特に最近は研究成果が山積している時であるから、引用紹介は適当な
分量に減らすのがよいと考える。
3 ．禅・密の関係をめぐる問題
　筆者が延寿の『註心賦』二巻に見える「秘密之門」を引用し、これを密
教と断定、禅密の関係と解説したことは性急であることを指摘。
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（答）
　禅宗において黙伝するというのは、言前の場にあってこそ合致するとい
うのがその理由である。続く文の「秘密の門を陳べるのに、それがどうし
て思考が出た後に可能であろうか」がそれである。すなわち「秘密の門を
陳べる」というのは、思考の前、言語以前でこそ可能なのである。思考の
前に合致しているので、見えず、対象として認知されることもない。よっ
て「秘密」と表現する。思考以前に「秘密の門」を陳べようとすれば、ど
のようにしなければならないか。思考以前に身体がまず存在し、身体は全
ての法界と常に不二であり覚醒している。そこを言語では表現できないた
めに「密」と称するのである。顕教と密教が区分されるのであるが、それ
らが通じる場がある。実は禅宗の窮極の場である忘心（心を忘ずる）にお
いて密の世界に直結する。
　禅宗において言語以前を語り、「秘密の門」を説くのはすでに密の世界
に入っていることを意味する。通じており直結しているからである。
　「教外別伝」、「以心伝心」という言葉は、通じていることの一面を表し
ているが、誤解を生む可能性もあるため、初期禅宗では用いなかった。よっ
て『菩提達摩論』にも見えない。達磨大師は初期に「藉教悟宗」と述べた
が、これでどうして同時に教外別伝、以心伝心といえようか。周知の如く、
これは延寿が活動していた時期よりも若干前の時期の唐末から流行したも
のである。法を深く多く知っている人にはこの成句は有効であるが、初心
者には害をもたらす可能性がある。
　言語以前の場においては、不立文字、以心伝心という言葉さえも妄だか
らである。何ともいえず、伝えるということもできないが、どうしてその
ような分別を行うのか。
　私の考えに対して先生は、それは必ずしも密教とは言えないのではない
かとおっしゃるが、実は両者は通じている。すなわち言語以前の場で密の
世界と通じている。これを密教といえるかどうか、というのは、密教の概
念、範疇、どの時期の密教なのか、と関連する事項でありとても複雑にな
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る。根本の意味と通じていれば密教と呼んでもよいのではないだろうか。
【注】
1 　拙論「敦煌本《二入四行論》文献研究史」（上海師範大大学敦煌学研究所主
催「敦煌遺書与仏教研究国際学術研討会」発表論文、2016）
（翻訳担当：佐藤厚）
